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講演内容 

今回のイベントは、昨年に引き続き2回目の開催となり、住友林業様とNTT都市開発様の方々を

お招きしました。両社がメルボルンで共同開発した15階建て木造オフィスビルプロジェクト「36 

Wellington (T3 Collingwood）」を中心に、各社の海外事業展開や現地でのキャリア形成につい

てお話しいただきました。企業説明に加え、事業地見学やパネルディスカッションを通じて、持続

可能な都市開発の最前線を体感するとともに、海外駐在を含むキャリアパスの実際について学

ぶ機会となりました。 

 

イベント内容 

1.​ 住友林業様 企業説明 

2.​ NTT都市開発様 企業説明 

3.​ 36 Wellington オフィスツアー 

4.​ パネルディスカッション 

5.​ 住友林業様 事業地見学（Metricon＆Henley） 

6.​ NTT都市開発様 事業地見学（Wedge Rdプロジェクト） 

 

住友林業様 企業説明 

住友林業様からは、小田金様（Sumitomo Forestry Australia 取締役社長）および笠原様（人事

部 採用グループ）より、事業概要とキャリアパスについてご説明いただきました。同社は「人の手

で唯一再生可能な天然資源」である「木」を軸に、公正・信用を重視する住友の事業精神のもと、

持続可能で豊かな社会の実現を経営理念に掲げています。 

 

事業は資源環境、木材建材、住宅、不動産、海外住宅、生活サービスの6分野で構成され、中で

も海外住宅事業が売上全体の約5割を占める最大の柱です。海外では現地企業を買収し、経営

陣を残したまま住友林業から2〜3名が駐在して伴走する「事業投資」型のモデルが特徴で、米

国ではTPH社の買収（投資額6,500億円、住友林業として過去最大の投資）により戸建住宅供給

数で全米5位に、豪州ではMetriconなどの大手買収により戸建住宅供給数で全豪1位となってい

ます。英国では歴史的建造物の木造リフォーム、インドネシアではジャカルタ近郊の大規模タウ

ンシップ事業も展開しています。 

 

買収先の経営陣をそのまま残し、「運転席を奪うのではなく助手席に座って地図を広げる」という

表現で語られた海外展開の姿勢からは、規模拡大を急ぐのではなく現地との信頼関係を重視す

る住友林業様らしい哲学が伝わり、大変印象に残りました。 



 

NTT都市開発様 企業説明 

NTT都市開発様からは、松尾様より総合不動産デベロッパーとしての事業概要をご説明いただ

きました。同社は土地取得から建物開発、開発後の運営、地域の社会課題対応までを一貫して

手がける点が特徴です。グローバル事業は、①既存建物の外観を残しながら内側を改修する

「バリューアップ」、②オーストラリアやアジアでの住宅供給といった「大規模な街づくり」、③「地域

と社会課題への対応」の3つを軸としており、それぞれに魅力と難しさがありました。 

 

オーストラリアでは2011年から活動しており、メルボルンを拠点に事業を展開しています。土地を

取得してインフラを整備し、宅地を造成・販売する「Master Plan Community事業」では、街路樹

を規定の1.2~1.5倍植栽しヒートアイランド現象の軽減を図る「Society 1056」や、高級住宅地開

発の「Wedge Rd Skye」など、オーストラリアの需要に合わせたプロジェクトを手掛けています。

また、オフィスビルの開発・運営を行う「Commercial Office事業」では、3都市4棟を展開していま

す。 

 

「建てて終わりではなく、その後の運営やバリューアップまで一貫して担う」という説明からは、単

なる開発会社ではなく、街そのものを育てていく姿勢が感じられ、日本の総合不動産デベロッ

パーが海外でどのように事業を広げているのか、その具体像を学ぶことができました。 

 

36 Wellington オフィスツアー 

 

 

36 Wellingtonプロジェクトについて、住友林業の中川様よりご説明いただきました。本プロジェク

トは、住友林業様とNTT都市開発様、そして北米の大手ディベロッパーであるHines社が出資し、

3社のジョイントベンチャーとして開発された地上15階、地下2階建てのオフィスビルです。所在地



はメルボルンCBDを囲むフリンジエリアのウェリントン地区で、かつてウィスキーの蒸留所があっ

た場所を、地元の風土に合わせた色使いも意識してデザインしたとのことでした。 

 

 

 

環境性能としては、高性能ファサード、太陽光パネルによる再生可能エネルギーの活用、屋外テ

ラスの植栽によるバイオフィリックデザインなどを取り入れており、Green Star評価は6/6、CO2排

出は実質ゼロを達成しています。 

また、建物全体に木材がふんだんに使用されており、床材に使用された木は防火の観点から直

接確認することはできませんでしたが、柱や梁に使用された木材を目の当たりにし、木の香る開

放的な空間を体感することができました。 

本建物は、木材を活かした建物として、Timber Design Awardの商業部門で最高賞を、またiF 

DESIGN AWARDで金賞を受賞しています。 

 

実際にオフィス内を歩きながら木材の温かみや自然光の心地よさを肌で感じることができ、環境

性能の高さと快適なオフィス空間が両立している点に、参加した学生からも感嘆の声が多く聞か

れました。 

 

 

パネルディスカッション 

 



 

 

パネルディスカッションでは、笠原様が事前にご用意くださった「よくある質問」をもとに、就職活動

における自己分析の進め方やキャリアの方向性、テレワークをはじめとした日豪の働き方の違

い、駐在に至った経緯や駐在前後で感じたギャップなど、多岐にわたるテーマについて活発な質

疑応答が行われました。パネリストとして、住友林業様から子安様と蓑島様、NTT都市開発様か

ら松尾様にお答えいただきました。 

「思った以上に泥臭い」という駐在経験者の率直な言葉からは、華やかなイメージだけでは語れ

ないリアルな海外キャリア像が伝わり、参加学生にとって学びの多い時間となりました。 

 

住友林業様 事業地見学（Metricon＆Henley） 

住友林業様の事業地見学では、同社が買収した豪州大手住宅会社であるMetriconとHenleyの2

社の住宅展示場を見学しました。 

 

Metriconではハイエンドクラスの住宅を2棟見学しました。広々としたリビング空間に加え、オース

トラリアの人々のライフスタイルを反映したバルコニーの設計や、乾燥した気候ならではの構造と

して複数のバスルームやパントリーが備えられている点が印象的でした。 

また、オーストラリアには住み替えの文化が根付いており、ハイエンド住宅を購入するのは以前

から持ち家があり、何度も住み替えを重ねてきた層が中心だという説明を伺い、購入層のライフ

ステージの違いが空間設計にも表れていることを実感しました。 

 



 

 

Henleyでは、ハイエンドモデルとスタンダードモデルの2棟を見学しました。 

同じハイエンドクラスでもMetriconとはデザインの方向性が異なっており、比較することで各社の

ブランドの違いを感じることができました。 

一方、スタンダードモデルは初めて住宅を購入する層や、家族の増加に伴い住み替えをする層

向けに位置づけられており、部屋の広さの取り方や子供部屋・書斎の有無、決まったプランから

選ぶセミオーダー形式による価格の抑えなどが印象的でした。ハイエンドモデルとは異なり、働く

世代や結婚したばかりの世代など、より若いライフステージの購入者を想定して設計されている

ことがうかがえました。 

 

2社を見比べることで、同じ「豪州の住宅市場」といっても、購入者のライフステージによって求め

られる住空間が大きく異なること、そしてそれぞれの企業がターゲットに応じて明確にブランドを

作り分けていることを、実際の建物を通じて体験できる貴重な機会となりました。 

 

NTT都市開発様 事業地見学（Wedge Rdプロジェクト） 

 

 



NTT都市開発様の事業地見学では、Wedge Rd. プロジェクトの宅地分譲開発地を見学しまし

た。CBDへの交通アクセスに優れると同時に、学校や商業施設が整っており日常生活の利便性

が高い一方で、自然豊かな景観も魅力とのことでした。 

また、本事業地開発時には地盤から先住民族の埋蔵文化財が発見され、工事に遅れが出たと

のことで、オーストラリアならではの難しさを伺うことができました。 

 

何もない広大な土地から道路や区画を整理し、行政とも協力しながらゼロから作り上げられた街

を目の当たりにし、そのスケール感を体感できたことは、参加学生にとって非常に貴重な経験と

なりました。 
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